




 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

その後 2003 年からは国立環境研究所や宇宙航空研究開発機構(JAXA)なども観測に参画

することになり、新たに CO2 濃度を 10 秒～1 分毎に自動的に分析し記録する装置を開発し 5

機に搭載しました。また観測路線も 2005 年 11 月からオーストラリアだけでなくヨーロッパ、アメ

リカ、アジア等の各路線を加え大幅に拡大。これにより JAL が飛ぶ航路上や乗り入れ都市の

CO2 濃度について大量のデータが蓄積されてきており、地球温暖化のメカニズム解明や温暖

化防止の研究に役立つものと期待されています。 

さらに、2009 年 1 月に打ち上げられた温室効果ガス観測技術衛星「いぶき」（GOSAT）の性能

検証などにも利用することが計画されています。 

 

<森林火災通報> 

もう一つの環境社会活動である森林火災通報は、シベリア等の北方森林火災の抑制を目指す国際的な研究チームの

一員である北海道大学から要請があり 2003 年に始めたものです。 

シベリアの針葉樹林帯で火災が発生すると、大量の CO2 が発生するだけでなく、地表の永久凍土が解け、CO2 よりも極

めて大きな温室効果を有する CH4が放出されるため地球温暖化に拍車をかけています。このため研究チームは森林火災

の発生を早期に検知し延焼を防ぐため、人工衛星からの画像情報を活用するよう研究を進めています。ところがこれまで

の衛星画像による火災検知では精度が十分ではなくしばしば誤情報のあることが課題となっていました。そこで JAL 運航

乗務員からの目視情報を火災検知精度の向上に役立てようということになりました。 

森林火災を目撃した運航乗務員は操縦室のコンピューターに火災現場のおおよその位置、大きさ等のデータを入力し

ます。そのデータは東京の JAL 本社経由で宇宙航空研究開発機構(JAXA)に送られます。 

活動 5 年目の 2007 年夏季からはアラスカとカリマンタン（インドネシア）も観測地域に含め、2009 年夏までに 900 件以

上の森林火災を通報しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コックピットコンソールのデータ入力 JAL 本社オペレーションコントロールセンター 

JAXA による分析 

森林火災発見 

大気自動連続測定器



<環境教育「そらいく」> 

JAL は 2007 年に環境教育プログラムの「そらいく」を開始しました。これは JAL グループの機長が主に小学校を訪問し、

空から見た地球の変化の様子や JAL グループの環境保全の取組みをお話しするものです。2008 年度は日本と中国の各

地で 46 回の講座を開き、1 万人以上の方が受講されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 

函館での「そらいく」 

 

 

<最後に> 

冒頭でも述べましたとおり JAL は環境問題の重要性を認識し、今後も継続的な環境保護活動に尽力していきます。 

我々が環境に与える負荷の大半は航空燃料の消費に起因しており、これは航空輸送業としては避けて通れないもので

す。 

しかしながら、JAL は CO2 の排出削減のために一層の努力が求められていることを強く認識し、地球環境保護にむけた

様々な活動によってその社会的責任を全ういたします。 

 
 

Photo Gallery ▶ 英語サイトへ 

http://www.unep.org/climateneutral/Default.aspx?tabid=896 
 

  


